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  2x+4y=94 
- ）x+ y=35   
  x+3y=59…③ 
 
②- ③ 
   x+ y=35 
- ）x+3y=59   
   - 2y=- 24 
    y=12 
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   5x+2y=660 
- ）2x+3y=550   
  3x- y=110 











5g，10g を各１個），上皿天秤 1台 
＜ねらい＞ 


























































































 10 円玉と 50 円玉の重さを，2g，5g，10g 
の分銅を使って求めよう． 
Ａさん「リンゴ２個とみかん５個で 340 円 
    だったよ．」 
Ｂくん「リンゴ１個はみかん１個より 100 









    足の数は全部で 94 本ある．鶴と亀 
    はそれぞれ何匹いるだろうか． 
問題Ｂ：兄は鉛筆５本とノート２冊を買って 
    660 円支払った．弟は鉛筆２本とノ 
    ート３冊買って 550円支払った． 
    鉛筆１本，ノート１冊の代金はそれ 




















イ：10 円玉を左に２枚のせて右に 50 円玉１枚
と５g をのせた． 

















             y＋10＝２x＋５ 
                 y＝２x＋５- 10 
                 y＝２x- 5 
 ２x＋２（２x- 5）＝10＋５＋２ 
      ２x＋４x- 10＝10＋５＋２ 
          ２x＋４x＝10＋５＋２＋10 
              ６x＝27 
              x＝4.5 
             y＋10＝２×（4.5）＋５ 
             y＋10＝９＋５ 
                y＝９＋５- 10 
                 y＝14- 10 














































   大人…x円 子ども…y円 
   Ａさん ３x＋５y＝3100 
   Ｂさん ２x＋３y＝1950 
 
       ３x＋５y＝3100 
     - ）２x＋３y＝1950  
         x＋２y＝1150 
 ６ 
       ２x＋３y＝1950 
     - ）  x＋２y＝1150  
         x＋ y＝ 800 
 
         x＋２y＝1150 
     - ）  x＋ y＝ 800  











































































































































































































    ことに気づき，その還元方法を考える活 
  動 
  （第２次の考察から） 
Ｃ 連立方程式の解法の妥当性を解決過程
の式操作の意味に着目して考える活動 
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機能１：問題解決へのアイディアを生み出
す． 
機能２：既存の知識の理解を深める. 
機能３：数学的な知識・技能を獲得する. 
機能４：数学的な見方や考え方を育成する. 
機能５：教師にとって，生徒の思考の状態を
把握できる. 
